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Abstract
For the purpose of faculty development, the Department of Systems and lnformation
Engineering of Hachinohe lnstitute of Technology has irnplemented questionnaires for an
introductory subject,“Basic Se■linar On lnfOrmation Engineering"  In this brief report,we、、アill
sho、v the outtime and ainl of the subject,and analy2e statistically the result of the questionnaires
to clarify the points to be improved





































































































































































































5。 終 わ りに
アンケート調査を実施して,その調査結果を
2年間のデータとして考察した。その結果につ
いては,学内での議論が必要であろう。しかし,
この授業については,以下のことがいえる。
① この科目「情報基礎ゼミナール」は学生
にとっては,有益であった。
② 全体的に,学生の情報技術力が向上した。
③ 学生は,演習を含む実践的な授業を好む。
④ 基礎力を仮定したり,予習復習を強制し
たりすることと,自主的な勉学の姿勢に
は関連がない。
⑤ 学習の習慣が身に付いていない学生が多
ヤ勇。
このような問題を踏まえ,今後の大学での教
育内容を考慮すると,高校時代の情報教育に差
がある学生の入学により,適切な教育方法が必
要となることは明白である。このような学生に
対する教育方法の一つとして,グレード別教育
方法の導入が上げられる。この際には,十分な
知識 と技術を有する学生の活用 (例:有能な学
生が無経験学生にアドバイスを与える,すなわ
ち,TAに準じる職分を与えること)も考えられ
る。
なお,我々 はこれからもアンケー ト調査を継
続し,学生の動向を探るために活用するととも
に, このアンケー ト調査結果を基にして,より
よい教育指導方法を探求することとしている。
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